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Ref､7411120

(自動巻）
￥400.000

lque
M84 20

動

400￥

美さと機能性を完成させた時計"リザーブ･ド･マルシエ％コルムから。
YG自動巻､秒針､日付､自動巻残量表示､ｽﾄﾗｯブ付)¥1,390,000(税抜価格）

優純粋な伝統的技法によってミ
《写真A上》Ref.7310956(18

統 技 機 計 リ法 二よ と 性 成させ ﾉﾚﾑ．~マ
元

価税 格真 寸 巻残 表示自 ￥Ref GK Y ス ツ里

ｺﾉ“日本総発売元日成殉乎卜蛎奉社〒101東京都千代田区神田松永町18ピｵﾚ秋葉原'IEL.03(3253)1331/〒541大阪市中央区北久宝寺町1-9-8三京ピﾙTEL､06(271)6137

●カタログご希望の方は､ハガキに住所･氏名･年令･職業･電話番号を明記の上蕊上記のカタログ係までご請求ください。

寺
』
凧 1 13央区 久宝 11-98 ルTEL、発 東京 葉 1/T 大阪都 区 水 3 54

ロ■

■｣ 殉 乎卜 社 1 神 1

係 求 さ希 方 令 業 ググ 番号職 記 ののロ
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L お見舞い

兵庫県南部地震の被災地の皆様に

心からお見舞い申し上げます。

社団法人日本外洋帆走協会

阪神大震災

阪神地域の八一バーに被害発生
戦後最大の自然災害となった阪神大震災では、

各メディアで逐一報道されているように多くの人命や財産が奪われました。

心からのお見舞いを申し上げるとともに

一日も早い復興をお祈りするばかりです。

今回の地震では幸いにも津波の心配はありませんでしたが、

被災地周辺のハーバーには多少なりとも被害が出ているようです。

こうした状況を伝える第一報が、神戸に近い須磨フリートの岡田真一氏から

送られてきましたので、ここに紹介します。（編集部）

（
’

岡田真一レポート／写真：内海支部須磨フリート

去る1月17日末Iﾘ｣、阪ﾈII'地lXは明石掘映をⅢ鋤(とする兵庫県

南部地震に襲われた。

この未曾有の震災により、淡路烏北部を含む阪神地区は死者

5千人以上、伝嘩家歴7万IMI:以上と没滅的ｲ1蝶を受けた。

焦眉を極めた状況は各*|埴でご承知のとおりだ力爵、現場は画

面や写真以上のもので、神戸から西宮に至るⅢ｣は破壊され尽く

したと言ってよい。神ﾉｰ『の中心三宮ビル群の被fiもさることな

がら、一足路地に路み込めば民家は軒並み肋壊している。無惨

と言う他はなく、我々は自然の猛威を侮り過ぎていたようだ。岸壁がくずれ、ポンツーンヘの架け橋も海へ…

一方、地元のヨ､ソトハーバーの被害も甚大で、西宮の新しい』Ifも無かつたかのごとく静かに揺れていた。

ヨットハーバーも連絡橘が通行出来ず陸の孤防となり、岸壁やいずれにせよ、現時点で両ハーバーの復旧見通しは全く立た

揚降設備も使用不能になったと聞く。市立須磨ヨ､ソトハーバーず、内海支部の対応も未定の状態だ。幸い、大阪湾では洲本サ

は岸壁力罫陥没、ヤードは波うち、引きちぎられ、伐橘への橋はントピア大阪北港及び淡輪は無'j:fとlliいている。当而状況把握

全て落下した。また、揚降i没伽や給油設術も修復の兄通しは立が急務だが、各オーナーとも身のluIりの事に精一杯で艇まで気

たない。ただ、海上係fW艇の被害はなく、陸の悲惨さに比べ何がIIIIらない状況であろう。取りあえず第一報をお伝えする。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●O●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●､●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●､●●●●●●●●●●●●●●●

亨堅

義援金募集にご協力ください

関東支部では支部理事会において義号令募集を決議し､即日受付活動を開始しました｡一人でも多くの会員の皆様のご協力､ご支援を

お願い申し上げます。銀行振込、現金書留による郵送、画封寺参の3つの方法にて受付けます。

●義警今額：特別会員5,000円以上／正会員3,000円以上●メ切日：3月20日

●振入口座：住友銀行虎ノ門支店普甫預金1076662エヌオーアールシーナミキシゲル

●現今＝留：〒105東京都港区虎ノ門1-11-2第2船舶振興ビル㈲日本外洋帆走協会阪神大震災義援金係

●直接持参の方:NORC本部事務局まで

－1－
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厳寒の日本から、
常夏のグアムヘ
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写真:久保泰史(VOLANSIII)/平井淳-(浪速:舵社提供）

今までのジャパン～グアムレースは「速さ」だけを競うものだった。

今回のラリーは「安全に完走を」をスローガンに、

日本のロングオフショアセーラーに新しい刺激を与えてくれた。

真っ黒に日焼けして帰ってきた<VOLANSIII>とく浪速＞のクルーたちは、

さらに新たなる目標に夢をふくらませていた。

父島

スタート／1994年12月28日㈱．29日耐

第1レグ／和歌山県下津港・神奈川県油壺港～小笠原父島

第2レグ／父島～グアム・アブラハーバー

[謬上溌劇二媒ﾆ撒縄千画航ｺーｽ ，
グァム

2
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厳寒のｻバｲパﾙ海域と
それにつづく夢の航海
<VOLANSIII>高田尚之

一ー丙

’995年｜月｜日遥か太平洋上、大波にも笑顔が…

ll本のセーラーが自分たちの力最とシーワー

ジネスを高めるための射的になるよう企画さ

れたのである。

<VOLANSIII>の乗り糸liみ貝のうち、3名

はグアム経験者、他の5名は初体験者であっ

た。しかし、いまはi,lj荷群しく、苦労も忘れ、

あの忘れがたい体験と夢の航海の思い出に浸

りきって、「生きている幸せ｣をじっとかみし

めている今日この頃なのである。

と力､起こってもセーリングクルーザーではI肘

に針路をとる方が、IIi越して吹きすさぶ季節

風に立ち向かうよりはよほど安全。1300マイ

ルを越える航海であれば、プロペラの助けな

んてないに等しい。ましてや、正月の挨拶は

遅刻。「拝み倒してやっともらえた休暇｣にも

拘束され、出発の日も、1li,}|'1の日も、ガンジ

がらめなのだから。

絲果からみるとグアムレースでの完走率は

決して尚くない。あまり研られてはいないが、

ホームポートまでの艇体j1脾傷ﾘ､渚達成率はさ

らにぐんと悪くなる。

このたび油壺ベイヨットクラブの呼びかけ

にこたえて、グアムのマリアナスヨットクラ

ブがジャパン・グアム・セーリング・ラリー

のメイン・オーガナイザーとなってくれた経

紳には､長い間､ABYCとMYC力罫グアムレー

スを共に支えてきたという''1負があり、グア

ムレースを消滅させてなるものか、日本のオ

フショア・セーラーに格好の1-1棟が必要だ、

との思いが合致を見て、レースをも包含する

ラリーを開催し、レース艇だけでなく、広〈

私たちにとって、ジャパン・グアム．セー

リング・ラリーはまだ済んでいない。

ようやく第1レグの厳寒期のサバイバル海

へ域を#1澪にのりきり、第2レグのグアムヘの

夢の航海を終えたばかりなのである。いま、

私たちの<VOLANSIII>はアプラハーバーの

奥深く、たくさんのモヤイを海底のコンクリ

ートブロックにとられ、どんな強凪にも耐え

られるように1櫛果されて私たちの再訪を侍っ

ている。グアムフイニツシユ後3uI1、早く

も襲ってきた台風にも艇はiⅢえしのんだ。

第3レグは、グアム→i'l細であり、これを3

)jの半ばに、そしてl1絲冬レグは11絲朏→油壺。

5川の迎休を予定している。

つまり、今同のジャパン．グアム．セーリ

ング・ラリーはホームポート→小笠原→グア

ム→iWIM→ホームポートを結ぶ「大三角ラリ

ー」なのである。友艇<浪述＞も、スタート

llこそ述え、これを帆走る。

厳寒期のグアムヘの航海、これはまさに過

去のグアムレースと欠体なんの変わりもない。
そうふいわ

蠅脇IM!i(30｡ライン)を越えてしまえば､一朝こ

グアムに至l1着後、一息のクルー

※次号より<VOLANSIll>グアム･ラリョ抗

i順｡の遜勤を開蛉します。（編集部）

３
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JAPAN-GUAMSAILINGRALLY

1994-1995に参加して
<浪速＞北原伸浩

思い起こせば4年前、当時<風小lll｣~>のク

ルーとして初参加。併し〈もデスマストによ

り航行不能になり無念のリタイア。その時思

い知らされた冬の海の怖さを教訓に〈浪速＞

のクルーとして|1j度のチャレンジとなった。

今回は、束戚l''1航がない分時|川的にも余裕

ができ、前回のような慌ただしさもなく、整

蜥・練習も完壁とまではいかないが、なんと

かスタートまでこぎついた。

いよいよ1994年12)128日｡|IWklllll,11,."lf

を午前11時にスタートした。天雌にも忠まれ

快調に走り、I｣の入り頃には細ﾉI水辿に途し

ていた。そこで少しアクシデント。40ノット

の風の中ワイルドジャイブでプリペンダーの

ブロックがとび、クルーの--人がシートで足

を強打した。しかし、3日後にはなんとか歩

けるぐらいまでにl可復し、みんなも一安心。

その後も、快洲に走りlifにはボートスビード

力雰12ノットのメータを振りきる程のスピー

ドもでました。111MnのRもありj久定より

半日遅れたけれどなんとか、1995年1)jl日

の午前中に父,(bに入港できた。一時l陸の手

続きをすませ、島の人々のご厚意によりお瓜

Hも入らせていただき、食1fもでき、ちょう
なかぴ

ど'lillにいい休息を取ることが出来た。

その11のz｢後4時、<VOLANSIII>と父,<b

沖2マイルのブイをスタート。<VOLANS

III>とグアムまでのスクラッチレースをする。

しばらく走ると貿易風にあたるはずが、波は

束の〃li'lから来るが、大陸の気圧配置が強い

のか、なかなか風は束にふれない。束にふれ

かけたと思うとまた南にふれ、ジェネカーと

No.2を交互に張り祥えてアビームと上りの

'l'での帆走。しかし、波のうねりは大きい力罫

安定し、ImL速もある程度安定していたので、

ボートスピードも約6～8ノットで快走でき

た。

グアムまで200マイル秘になった頃から1'11

度かスコールに遭い、その時はひたすら角度

をおとして逃げるのみ。なぜ、スコールから

あのような強風力1次き付けるのか不思議に,W，

った。

入港j盆定の6pの朝から瓜は弱まり、夕方

に入港できるか不安になった。しかし、呼び

－4－

。＝

冬の太平洋、’500マイルを走破した勇敢な7人のクルー達

スコールがやってきた。これが恵みの凪にな

るように祈ったかいがあり、スコールの後、

風も順調に吹き出した。予定より少し遅れた

が、日本時IHlの1995年1月6日午後4時37分へ

無事ファーストフイニッシュでゴールするこ

とができた。

全ｲ滝4、気候にも恵まれ特に厳しい寒さも

なく、アクシデントや多少のトラブルはあっ

たが、今llilの維験は一生忘れることはできな

いでしょう。また、機会があれば参加したい

と思っています。

そして、男蚊な7人の男達と約1500マイル

という大海原を9日間共に過ごし無'I1にグア

ムまでこれたことを感謝するとともに、今回

のレースにご協力くださった方々、

<VOLANSIII>の告さん、および未熟な私を

支えていただきともに過ごした原オーナーを

始め6人のクルーに、お礼中し上げたいと思

います。本当にありがとうございました。こ

れからもこのグアムまで走るイベントがます

ます発展することを祈ってます。



OFFSHORE233

鷺1995ゴールデン ズのお知らせウィークシリシイー
§|■■■■■

（新島 5）ウィーク'9
淫＝

新島ウイーク'95開催にあたって

「白砂青松、風光明媚な新島でシリーズレースをしませんか」

「新島に上陸し、おおいに楽しみませんか」

（柵日本外洋帆走協会(NORC)は今日まで、伊豆諸島を回航するレースを数

多く開催してきました。しかし、島をベース（レース本部を読宣して）に実

施されたことはありませんでした。

そこで今回、ゴールデンウイークを利用して、「'995ゴールデンウィークシ

｜ノーズ(新島ウイーク'95）（関東支部組織運営)を企画いたしました。シリー

ズレースをこよなく愛する会員の皆様の奮ってのこ参加を期待しています。

実行委員長：並木茂士

<日程＞

4月20日（木）艇長会議

29日出第｜レース（ショートオフショア）55マイル

シーボニア沖一大島一利島一新島

30日(日）ウェルカムパーティ

5月｜日（月）第2レース（ブイレース）’0マイル新島沖

2日（火）第3レース’6マイル新島一周

3日ｹM第4レース（ロングオフシヨア)|50マイル

新島一神津島一三宅島一大島一新島
一

5日（金）パーティ

6日出第5レース（ブイレース）’0マイル新島沖

表彰式・パーティ

※第｜レース（ショートオフショア）は変更になる場合があります。

レースコースは随時変更になる場合があります。

〈参加資格＞

|MSクラス:|MS|994による有効なレーテイング証書を有するGHP660以

下の艇で、IMSレギュレーシヨンズ|994、ORC特別規定'994

カテゴ|ノーⅢ、NORC調篇規定B以上の有効な安全検査証を

所有している艇

IORクラス:IOR/JORの有効なレーティンク証書を有する､クラスI～Ⅲ

の艇でORC特別規定l994カテゴリーⅢ、NORC設備規定B以

上の有効な安全検査証を所有している艇

艇長及び乗員wNORC外洋レース規則第4条･2による。義務として、第三者

賠償責任保険に加入していなければならない

<参加申し込み＞

申込締切日：4月7日閏’7：00

参加申込害に必要事項を記入の上、下記提出書類と共に参加料を添えて

NORC事務局までお申し込み下さい

<参加料＞（オフショアレースのみ参加料も同様）

｜MSクラス:¥|00,000

10Rクラス:¥|00,000

〈泊地＞

新島B堤防150m

〈提出書類＞

｜、所定の申込書

2．有効なレーティンク証書のコピー

3．有効な安全検査証書のコピー

4．乗員登録リスト

5.NORC会員証のコピー

6．ライフラフトの検篝正書

7．第三者貝剖賞責任1剰萸の証券のコピー

〈艇長会議＞

艇長会議は次の一回とし、本シリーズ共通事項を連絡いたします

日時：’995年4月'9日（水）’8：00～20：00

会場；虎ノ門西桜福祉会館

ただし、必要に応じ、新島で召集することもある

クルージングランデブー併催
クルージング委員会

クルージング委員会では、関東支部組織運営の「'995ゴールデン

ウイークシリーズ（新島ウィーク'95)」と併催して「クルージング

ランデブー」を企画予定しています。詳細は今後オフショア誌面で

発表いたします。
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〈参加料＞

各クラス共通￥60,000（バーティフィー含む）

ただしミドルボートオーナーズクラブ会員艇は￥50,000

（パーティフィー含む）

〈提出書類＞

｜・所定の参加申込害

2．有効なレーティング証書のコピー

3．有効な安全検譲正のコピー

4‘乗員登録リスト

5．第三者鰡賞僻萸、僻萸証のコピー

以上を艇長会議時に必ず提出して下さい

く艇長会議＞

艇長会議は次の｜回のみとし、本シリーズの共通事項を連絡します

日時；95年4月21日闇’8：00～20：00

会場：八重洲国労会館

<お問い合わせ、資料請求＞

関東ミドルボートオーナーズクラブ事務局佐藤文昭

東京都台東区東上野2-||-2STYビル2F佐藤歯科医院内

TELO3-3835-8160

FAXO3-3835-8172(なるべくFAXをこ．利用ください）

※詳細につきましては、本シリーズ・オープンレースともに柚日本外洋帆走

協会(NORC)FAXサービスでもご利用になれます(03-3504-|914)

〈日程＞

4月21日閏’8：00艇長会議（八重州国鉄労働会館）

4月29日仕）7：30～8：30ウエイイン

’0：30第｜レースインショア（佐島沖）

第2レースインショア（佐島沖）

’9：00ウエルカム・パーティ

4月30日旧)10:00第3レースインシヨア（佐島沖）

第4レースインショア（佐島沖）

5月3日㈹’0：00第5レースショートデイスタンス（相模湾内）

5月4日㈹’0：00オーナーヘルムレース

’6：00表彰式（シーボニアベイショア）

5／3，4にオープンレースを企画しております

<参加資格＞

|ORクラス:|OR/JORの有効なレーテインク言正書を有するRf18.5～25.99

の艇

lMSクラス:IMSI995による有効なレーテイング証書を有するGPH600/

M以上720/Mまでの艇でLOA||m未満とする。

CRクラス;NORCクルーザーレーティング'95バージョン6.0の有効なレ

ーティンク証言を有するRm6.0～8.95の艇

ただし、|MSレーサーのCRクラス参加はお断りいたします

く参加申し込み＞

申し込み締切日4月5日

ミドルボートオーナーズクラブ事務局宛に申し込みください。

－5－
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ORC新体制､全ての外洋ヨット組織
に参加の道を開く
NORC理事・国際小委員会 大儀見

昨年のORCの年次総会は、外洋レース界に

とって、文字通り画期的な意味合いを持った

歴史的な総会であった。

ORCはこの総会で､その|OR時代を象徴する

ワントン等のトンクラスを所管してきた

LevelRatingClassesCommitteeを「改組」

し､新たにこれをOffshoreClassesCommittee

として位置付け、世界のすべての外洋ヨット

レースの組織の、ORCへの参加と加盟を呼び

かけたのである。

ORCは、これを自らlandmarkrestructuring

（画期的な構豈改革)と表現し、従来の|ORも

しくはIMSルールのみを司る組織として自ら

の手を縛ってしまっていた、その基本的な枠

を取り外し、withoutregardtothemeasure-

mentorratingruleunderwhichtheyrace(レ

ースのために採用している計則もしくはレー

ティングルールの如何にかかわらず)､すべて

の外洋ヨットレースの組織のORCへの参加の

門戸を開いたのである。

その現れとして、ホイットブレッド60、

MAXIクラス、IMS45のクルーザー・レーサ

ー､MUMM-36等､従来のORCの狭い枠の外で

独自の活動をしてきた多様な外洋ヨットレー

スの各組織への参加の呼びかけを積極的にし

たばかりでなく、それらの組織が新設のOff‐

shoreClassesCommitteeに所属し、ORCの内

部で活動し、発言力を持つことを保証した。

同時にこれはORCの運営が|nternational

TechmicalCommitteeを中心とする「レーティ

ング屋｣さん主体のものから､新設のOffshOre

ClassesCommitteeを通じて､外洋ヨットレー

スの近年における多様な展開を支えてきた世

界の外洋ヨットのオーナー／セーラーの声と

立場を反映する方向に転換しようとしている

ことを示している。

OffshoreClassesCommitteeには従来の9

名の委員の枠の外、クラス協会代表6名の増

菫

加が認められ、Councilにもクラス協会代表が

｜名追加されることが決った。

グランプリ指向から脱却できるか

今回の年次大会で世界の海で活躍している

様々なタイプの外洋レーサーにその組織を開

放したORCにとって、もう一つの大きなチャ

レンジは、グランプリ志向ではない、いわゆる

クルーザー／レーサーによる外洋ヨットレース

に対してと、う対応できるかということだろう。

事実、グランプリ（つまり、スポンサー）

志向の圧力は厳然と存続しており、|MSによ

る多様な可能性が大きく広がっている一方、

それを|LCクラス、あるいは|MSレーサー・ク

ラスといった従来のIORのグランプリ・レー

サーの流れを継承するものを中心とする動き

は顕著である。

そのことを最も雄弁に示しているのが、

MUMM-36のワンデザイン･クラスの制定、採

用をめぐってRORCが(ORCの協力も得て)、ア

ドミラルズ・カップの最小クラスとして採用

し、そのクラス名に特定の一レースにすぎな

いアドミラルズ・カップのスポンサー名（こ

れも永続するとは限らない）を付けるといっ

た、「常識外れ｣の行動であろう。MUMM-36

の艇が、IMSをベースとした素H冑らしい新ら

しいレーサーであることは、すでにその実績

が証明していることであり、その登場は世界

のトップレベルの外洋ヨット乗りの大きな関

心を呼んでいることだが、この艇が、どこで、

どのようなレースを（カテゴリーAだろうが、

Bだろうが）やっても、そのレース及び各オ

ーナーにしてみれば、無償でシャンペン・マ

ムの宣伝に一役買わされるというのは筋が通

る話ではない。

ILCクラスに代表されるグランプリ志向の

分野では、今回の年次総会でILCMAXI(70)、

ILC-46、|LC-40、|LC-30という全体構想が承

－6－

認された。’995年のレース・シーズンの始ま

りまでには新しいILC-30も、すでにルールが

制定されている他クラスと肩を並べることがへ

できるようになる。これは従来のIOR|/2ト

ン､3/4トンのクラスに代わるものである。そ

の下の|／4トンに代わるものとして、ILC-24

の検討が要請されているが、ILC-30同様コス

トのコントロールが大きな課題である。

IMSルールをどうするか

グアム・レースの悲劇を直接体験した我々

としては、ABSルールの構造面での再検討強

化及びスタビリティー指数の再検討をORCに

対して提起している。しかし、このﾉ｣型外洋

艇の制定に関するORCの論議では、コスト低

減という観点からこのクラス(ILC-30、24)

でのABSの適用免除およびスタビリティー指

数(LPS)の引き下げ(|20.から||5.へ)が逆

に提起されたが、今回は一応却下された。こ

れは外洋ヨットの在り方の基本にかかわる菫へ

要なポイントであり、外洋レースのグランプ

リ化の引き起こしたカッコ付きの「外洋ヨッ

ト」に対してどう対応するかという難しい課

題をORCが背負っていることを示している。

しかし、この種の問題より深刻なのは、|MS

レキュレーションの内、ハル及びデッキに限

定されていたカーボンの使用が、激しい議論

の末、インテリア構造(interiorjoinerywork)

にも許容(IMSレース級のみ)するとした経緯

に示されている。わずかの差で多数を占めた

この許容派は､｢デッキ／ハルと内音防濁豈の区

別が難しい、現実に多くのレース艇が内音購

造にカーボンを使っている」と主張していた。

デザイナー､ビルダーがカーボンの使用を一部

のオーナーへの売り込み材料に使っているこ

とが、このような事態となった原因であり、これ

を追認した今回のORCの決定は、「ルール･チ

ーティング」を認める結果となるものである。



このことは別の決議で、|MSのアコモデー

ションに関するルールが、レース級では十分

一に守られていない（つまりデザイナーとビル

ダーにより無視されている）翻犬について注

意を喚起していることと矛盾している。この

決議では、「|MSレギュレーションが十分に理

解され、r一貫してそれが守られる』(consis-

tentlyapplied)ことを保証する全ての手段を

チーフ・メジェラーがとる」ことを求めてお

り、更に、計則員、デザイナー、そして適当

と思われる他の人達（つまり、ルールを守っ

ていない人達全部）に、このことを周知せし

めることを決めている。

クラス協会の拡大とその民主的運営

一方で、今回のORC年次総会は、|MSの｢ク

ラブ計則」(clubcertificate)の普及と活用を

推進することも決定した。これは、とかく置

き去りにされてきた「クラブレーサー」に対

へして積極的に対応していこうというものであ

り、今回の大きな政策的方向転換のもう一つ

の注目されるべき側面である。一般オーナー

の計則のコストと時間を大幅に軽減し、なお

且つ他の|MSクラスとレースへの合同参加等

のメリットにつながるものである。

もう一つ才司商しておきたいのは、オフショ

ア委員会の新設に伴って、従来から我々が主

張していた太平洋海域での外洋ヨットの目覚

しい活躍が（特にワントン等のいわゆるクラ

ス協会の運営などで）十分反映されていない

ことがクローズアップ･され、オフショア委員

会に加盟するこの種の「クラス協会」が真に

国際的なそのクラスの実勢を代表されるべき

である点が、はっきり確認されたことである。

これは日本のワントン・オーナーズ・クラ

ブの石渡会長のここ何年間かの活動およびハ

ワイ、アメリカ・カナダの太平洋岸、さらに

ニュージーランド、オーストラリア勢の地域

的連帯が反映したものと言える。それの一つ

の具体的な証しは､｢パシフィック地域外洋ヨ

ット会議（仮称)｣(PacificRagionOffshore

SailingConference)が、非公式とはいえ以上

の関係者により今年も開かれたことである。

こういった動きの中で､新設のOffshoreClas-

sesCommitteeには、太平洋地域の「声」の反

映を強めるという意味合いで、退任するフラ

ンス選出の委員の後任に私が選出された。同

時にワントン(ILC-40)等のクラス協会での

太平洋地域の活動を積極的に進めることが確

認された。種々雑音もあった本年度の日本ワ

ントン・オーナーズ・クラブの主催によるワ

ントン世界選手権の開催も再々度明確に決定

確認された。

この延長線上で、太平洋地域の代表的な外

洋レースの選手権シリーズといえる各レース、

（日本カップ、ケンウッド、サザンクロス、

チャイナーシー・シリーズ等）では、グラン

プリ・クラス(ILC、IMSレース級）だけでな

く、クルーザー・レーサー等の参加を実施要

項の主項目を共通化するなどして促進するこ

とも申し合わされた。

IYRUがISFとなる

世界のヨット界にとってのもう一つの「構

造改革」が行われた。これは|YRUとORCとの

従来は並立的な色彩の濃かったものを、ORC

が､改組された|YRUの新しい基本組織である

MainCommitteeの－つであるオフショア委

員会に参加することとなり、ORCの会長は､こ

のオフショア委員会の委員長となるばかりで

なく、|YRUの新しい執行機関であるCouncilの

委員も務めることとなった。

IYRUは名称もISF(InternationalSailing

Federation)と変更されることになっており、

全てのヨットレースの|nternationalAuthority

としての形を整えることになったものである。

ーフ
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ISFの基本構成組織は、従来通り各国の

NationalAuthority(その国における全てのヨ

ットレース組織を代表する組織と定義されて

いる)であるが、このほか、ORCのような国際

ヨットレースの特定分野を代表する組織は、

「独自性を認められた構成組織」(Autono-

mousConstituentOrganisation)として位置

付けられることになった。

これらACOについては､ISFの組織への参加

とその活動の如何にかわらず、「従来通り、そ

の組織と運営の責任を持つもの」(willcon-

tinuetoberesponsiblefortheirownadminis-

trationandorganisation)と特別に注釈され

ているものであり、ORCの外洋ヨットレース

の分野におけるその独自性と機能は従来と変

わりない。

|SFは総会(GeneralAssembly)の下に、新

たにCouncil(従来のPermanentCommittee)

によって運営されるようになる。Councilの下

には、四つのMainCommitteeが置かれる。こ

れは|)BoardSailing、2)Development(冑少

年、身障者等を対象とした訓練、開発)、3）

|nshore(|nternationalClasses、matchrac-

|ng、Olympic､America'sCup等を含む|nshore

ヨットレースの全て）と、それに4)Offshore

Committeeとされる。

ORCの、全ての外洋ヨット組織に門戸を開

くといった基本的な構造改革は、この|YRUの

改組と関連したものであることは明白である‘

しかし､より本質的には、グランプリ志向の袋小

路で行き詰まってしまったORCそのものの抜

本的活|･生化につながる大きな可能性を持った

改革として、それが結実することが期待され

る。特に外洋レースの第一線で活躍している

各｢クラス協会｣に所属するセーラーの声を、ど

れだけ反映させることができるかが､改革の行

方を左右するものとなることは間違いない。
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ORCは一度の総会で大変革を…
ﾜﾝﾄﾝボー ﾄｵー ﾅー ズｸﾗブ会長/国際小委員会石渡一夫

今年のORC総会は、ORCの過去の歴史の中

で大きな転換期であった。会長のジョン・デ

アーは、「この数年様々な組織からORCに対

し、新ルールの設定やその他様々な問題を解

決するための援助を依頼されることが増大し

てきている。今こそその時が来たのである。

その時とは、ORCは過去のさまざまな世界選

手権の運営や、レーティングシステムの開発、

安全に関するしギュレーションの設置なと．を

通して得た経験を、各クラスの組織に供与し

て行くべきである」と語った。

この25年間ORCは、IORルールや|MSルール

などをORCに認められた、各国のナショナル

オーソリティーから選出された代表である

「カウンシル」を通じ決定してきた。新しい

考え方は、常に世界のグランプリレースをリ

ードしてきたレベルレーテイングコミッティ

のメンバーに各国のナショナルオーソリティ

ーから選出された「カウンシル」だけでなく、

各クラスの代表（ワントン、スリークオータ

ード、ILC40、マム36、ホイットブレッド60、

インターナショナル45クルーザーレーサー

等）を加え、新たに“オフショアクラスコミ

ティ”と名称を変更し、世界選手権や様々な

クラスのルールやグリーンブックなどを作成

していこうというのである。

このことは、ORCは様々な事柄を決定する

機関ではあるが、実際にレースを行なってい

るオーナーや、それらの組織の意見を尊重し、

ORCとしての業務は決定機関としての要素と、

様々なルールなどを設定するサービス機関と

していこうというものである。この理由には、

グランプリレーサーが多樹上し、単にORCが

レースに関して決定しても、経済的な理由や

その他様々な要素がからみあい、主催する側

の意見を取り入れなくてはレース運営が難し

くなってきている事情もうかがえる。

現在のNORCで行なわれているさまざまな

変革に沢山の方が努力されているが、長い時

間をかけて少しずつである。ORCは－度の総

会でこのことを決定し、大きな変革を行なっ

た。我々も見習うべきではないだろうか。

今回のレベルレーティングコミッティでは、

2つの案件が日本に関係したことで大きく議

論された。まず、各クラスの代表をレベルレ

ーティングコミッティに送り、新しくオフシ

ョアクラスコミテイのメンバーに加わること

は述べたが、ワントンに関しては、ヨーロッ

パのﾜﾝﾄﾝｸﾗｽアソシエーションがクラ

スの代表として代表者を送ると主張した。私

は､「日本のワントンボートオーナーズクラブ

は、’5艇以上のメンバーで構成されている

が、ワントンクラスアソシエーションは、単

にヨーロッパのオーナーの集まりであって、

数も'0艇以下である。どうして、この組織が

世界の代表といえるのか？ORCはヨーロッパ

中心主義ではないのか？」と質問したところ、

チェアマンであるマーセル・リーマンが「い

っしょになって活動することは出来ないの

か？」と仲裁に入った。私は、「彼らが民主的

な活動をするならばそれが出来るが、現在は

そうではないので、それは出来ない」と発言

したところ、コミティのメンバーでありワン

トンクラスアソシエーションの会長である、

ランドルフィが「オレ達が民主的でない!?」

とどなり返してきた。結局他のメンバーから

も、太平洋地域は地理的な問題もあるので、

（この発言すらも、ヨーロッパを中心とした

考え方に他ならない）新たに2人のメンバー

を加えようということになり、カナダ代表の
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ウイング・ボーグルが選ばれ、あと一人は、

後に開かれる力ウンシルミーティングで決定

されることになり、最終的にそこで大儀見氏へ

が選出された。

もう一件はワントンカッブに関してである

が、一昨年よりカップ．の所有者であるフラン

スのサークル･デ･ボイレ･デ･パリが、ワ

ントンのワールドカップの優勝者に授与して

きたワントンカッブを授与するにあたり、条

件をつけてきた問題があった。今回のミーテ

ィングでも､事前にORC会長であるジョン･デ

アーを通じ､「日本のワントンカップに夫婦で

招待して欲しい」と主張してきており、さら

に彼らは、カップの授与にUS$8,000.-の金

額を要求しようとしてきたのである。’994年

の優勝艇であるくピンタ＞にも、この問題が

解決していないので、まだカップを授与され

ていなかった。会議の中で、リーマンは、こ

のクラブの会長であるジャン・ビレピーグに､へ

「あなた方は、来年の日本のワントンカッブ

を日本に持っていきますか？」と尋ねると、

彼は口こ霧もった様子で､｢持って行くには行く

が、詳しい条件に関しては、日本の代表に後

で話す｣と発言し、リーマンが、「今この場で

話してほしい」と要求しても「皆の前で話す

内容ではないので､後からMR.ISHIWATAと直

接話す」と応えようとしなかった。この時会

場に居た全ての人々は金を要求しようとして

いるのだと私も含めて理解した。リーマンは

「勝手にしろ」と発言したが、委員であるポ

ール･ベネットが、「ヨットレースは名誉をか

けて戦うものであるし、アメリカズカップで

さえ、そのカップの授与にお金が払われたこ

とはない｡ORCとしては､ワントンカップの授

与に一切のお金の授受を認めたくないし、す

るべきでない。もしあなたのクラブがそのよ



うなことをすれば、’00年続いた歴史に不名

誉な歴史を残すことになる」と、温厚な彼が、

へ大きな声できっぱりと発言した。一瞬し－ん

と静まりかえった場内から、われんばかりの

拍手がおこり、フランスの代表はそそくさと

会場を後にした。私は、この時、名誉を重ん

ずるヨットの代表者達の見識に感動させられ

たものだった。このような議論を経て、ワン

トンカップは無事日本に来ることになった。

その他具体的なイベントして、’95年の

|LC40のワールドは6月30日～7月8日、デ

ンマークで、|LC30は9月初旬にスペインで

開催されることになった。この|LC30はスペ

インが中心になって､現行の|OR3/4を最小限

の改造で|LC30にする具体的な改造案を新た

なレーティンク証書をそえて提出している。

これは非常によく研究されたデータで、スペ

インの代表は､｢是非日本にも参加してもらい

～たい｣と希望していた。また、｜/4トンは9月

｜日より’0日までポーランドで開催される

ことになった。我々にとって興味深いのは、’

96年|LC40の世界選手権。これは|LC40を使用

しての最初のワントンカップであるが、ハワ

イのケンウッドカッフ･で開催されることが決

定した。さらに、'97年はポーランド、'98年は

LUDECKYACHTCLUBが、すでに立候補して

いる。この様に、|LC40による新しいワントン

カップには各国がそれぞれ立候補し、全盛期

の|ORのワントンカップのようにレベルレー

スをリードする大会になるであろう。

様々な意味で意義のあった今大会で感じた

ことは、「ORCの決定事項は、日本のヨットマ

ンに大きな影響を及ぼすことになるような重

要な決定が多いのだが、そのことがあまり知

られていないの力現状である」ということで

ある。たとえば、今回6つのクラスの代表組

織がオフショアクラスコミティに参加するこ

とを希望した。すなわち、

"ONETON,THREEQUAUTERTON,

|LC40,MUMM36,WHITBREAD60,

|NTERNATIONAL45'CRUISER/RACER"であ

る。しかし、正式に彼らがそのクラスの代表

の資格があるのか、またそれらのクラスだけ

でよいのかも含めて、最終的にORCにより現

在検討されている。

MUMM36は日本でもオーナーズクラブが

発足したということを耳にしているが、是非

ORCに代表を送り、彼らと対等に話し合い日

本の意見を述べ、世界選手権なども主催して

ほしいと思う。

また、現在3/4を所有しているオーナー達

も、このクラスの代表と密接な連絡をとり、

多分スペインについで|OR3/4を多数所有す

る日本の立場を主張してほしいものである。

NORCとしては､国際ﾉ｣倭員会を活発に活動さ

せ、ORCの議事録を翻訳し各オーナーに理解

していただいたり、外国の様々な組織との連

絡役になるとかの積極的な行動をし、ナショ

ナルオーソリティとしての義務を果たしてい

かなければならないと強く思う。

ORCのアニュアルディナーが、伝統的なイ

ギリス海軍の建物であるトリニティーハウス

で行なわれ、なこ鶴やかに食事を楽しんでいた。

最後に会長であるジョン・デアーが、演説を

行なったが、話の最初に大事なゲストを4－

5人紹介していたが、突然、日本のワントン

ボートオーナーズクラブ会長のMrlshiwata

と紹介され、立って挨拶をしたのだが、そん

なことは全然予期していなかったので驚いた

が、とても感激したものであった。あんなに
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議論したランドルフィでさえ大きな拍手で喜

んでくれた。日本のオーナー組織として世界

の場に出て自分達の意見を主張してきたこと

が、ようやく世界に認められはじめて来たこ

とを実感した。



|IMS勉強会’

IMS証耆の読み方について
関東支部IMS委員会解説：中村隆彦(本部計測委員会）

IMS証書は、所定の陸上計則、水上計則を受け、アコモデーション証書、IMS質問表を提出して

いただき要求をクリアしていると、発行という手続きになります。

そして、IMS証書を受け取り、オーナー署名をしてはじめて証書として有効なものとなります。

IMS証害はハンディキャップY直を提供するだけではなく、その艇の性能を表わすデータがたくさ

ん記載されております。サンプル艇くエスメラルダ＞の|MS証書を参考にしながら証書の事項、

データを解説いたします。

証書｜頁目（左側）上段より見て行きまし

ょう。まず証書番号く277>、フメルジヤメン

卜による計則、証書有効期限(同年'2月31日）

があります。ここでフルメジャメントとは

ORCの承認したハル計則機器を使用して船体

を計則した場合と、スタンダードハルデータ

を使った場合になります。それ以外にワンデ

ザインルールを基に発行されるワンデザイン

証書と、簡易計則法を基に発行されるクラブ

証書があります。

証言有効期限の右側に、GPHと書かれた枠

に囲まれた数値があります。GPHはジェネラ

ル．パーパス．ハンディキャップ値で、コン

ピューターを使用しない場合（ローカルレー

ス、クラブレース等）にこの値を使用してレ

ース運営することができます。しかし、支部

レース等ではGPHを使用した場合によりも、

より公平、より正確なレース運営が可能な

Pcs(パフォーマンス･カーブ･スコアリング）

を利用したRMS(レース・マネジメント.シ

ステム）を使用しています。

A)－般事項･艇名、セールナンバー、ク

ラス名、全長、幅（最大幅）デザイナー、建

造所、リグ、キール／センターボード、プロ

ペラ据え付け方法、前部居住設備の有無、ハ

ル構造、ラダー構造、フォアステー、インナ

ーフォアステー、スフ。レッダーの数、ジャン

パーの有無、ランナーの数、バテンの種類、

エージデイト、シ'ノーズデートがあります。

前部居室設備以降の事項は、前もって提出し

ていただいた質問表に基づいてインプットし

ておりますので、まちがえのないように記入

してください｡それらの数値等をvPP(性能予

測プログラム）にインプットし、ピッチング

モーメント係数を計算し、ハンディキャップ

値に反映させております。

B-1)レーテイングオフイス･証書発行の

ナショナルオーソリティー名、住所、証書発

行日、計目l1実施日があります。レーティング

オフィスと書かれているつぎのアンダーライ

ンの上に、チーフメジャラーの署名が入りま

す（署名のないものは無効です)。

B-2)オーナー署名欄､オーナー署名欄の

上に書かれている“私は|MSのルールの下で

責任（計則前の責任、計則後の責任、レース

中の責任）を理解したことを証明する｡，'を理

解した上で署名してください（署名のないも

のは無効です）

B-3)水上計則を行った計則員の氏名。

C)制限と規定

●正の復原力の制限に対する合否があります。

|MSでは正の復原力消失角が|03度未満の

艇には、証書は発行されないことになって

います。

●最ﾉ｣排水量の数値<2425kg>に対する合否

があります（割直より重くなければならな

い)｡|MSでは極端に軽い艇に対して公正な

ハンデイキャッブを設定することが難しい

ので、制限しております。

●最大クルー重量があります。クルー重量と

は町の中を歩ける程度の軽装で計った重量

であり、下段NOTETOOWNERの欄に書か

れている範囲で、申告により変更すること

が出来ます。しかし、変更した場合は、以

前の証書は無効になります。常に最新の証

書のみが有効です。

●スタビリティインデックスの数値がありま

す。ORCレースカテゴリー別に最小スタビ

リティインデックスを規定しています。

’20度以上(カテゴリー0)、l15度以上(カ

テゴリー｜）、’'0度以上（カテゴリー2）

となっております。

●インベントリー計且l1日

●アコモデーション長さがあります。アコモ

テーション長さに応じ、アコモデーション

の下限値、基準値、上限値を定めています。

●アコモデーション証書がレーシングディビ

ジョンであるか、クルーザー／レーサーデ

ィビジョンであるかを表わしています。

●ABS図面承悲正書が提出されているか、い

ないかを表わしています。スペシャルレギ

ュレーションでレースカテコ．リー、全長に

よりABS図面承認証書の提出、搭載が義務

づけられております。

D)真風速と真風向に対するタイムアロ

ーワンス（秒／マイル）表があります。最適

上り角度、最適上りVMG、最適下りVMG、ジ

ャイビング角度が記載されています｡艇速(ノ

ット）が3600÷タイムアローワンスで求める

ことができます。自艇の参考にしてください。

E)コース別に対するタイムアローワン

ス（秒／マイル）があります。
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風上コース、風下コース、オリンピックコ

ース（6レグ)、サーキュラーランダム（円）

コース、ノンスピンネーカー、オーシャンコ

ース(Pcs)があり、コンピュータ-(レース

マネージメントシステム）を使用しないレー

ス運営の場合に利用できます。

F)|994年度改訂､証書番号<277>、ハル

オフセット計則実施日、オフセット番号があ

ります。<US|9923,BOF>はUSで作成された

オフセットであることがわかります。

G)センターボード艇についての項目・

センターボード長さ、重量、重心移動距離等

が記載されます。

H)う．ロペラと据え付け方法･プロペラ直

径(PRD)、ブレード最大幅(PBW)、シャフト

径(PSD)、ストラットの諸寸法(ST|

～5)、プロペラハブ長さ(PHL)、ブロペラハ

ブ長さ(PHL)、シャフト長さ(ESL)、プロペ

ラ投影面積(PIPA)等があります。

l)水上計則データ・陸上でのベースライ

ンからの計則値(FFPS、AFPS)、水上でのフヘ

リーボード計則値(FFM、FAM)、計則点のス

テムからの距離(SFFP,SAFP)、インクライニ

ング（傾斜）テストの計則値と、その値を元

に計算された艇の復元性能データが記載され

ております。

C)の事項にあった正の復原力消失角の

計算値〈'23.|度＞があり、制隅直'03度を超

えているのが解ります。またスタビリティ

ー・カーブの正の面積と負の面積の比率

<3.522＞が計算され誰裁されております。

J)流体力学･計算により計則状態とセー

リング状態でのキール深さ(DHKO,DHKA)､二

次モーメント長さ(LSMO,LSMI)、排水三

(DSPM,DSPS)、浸水表面積(WSM,WSS)等

があります。その他vPP(速度予測プログラ

ム）に使われる魏直が記載されています。ま

た下段にはTRIM<|mm/7.429m-kg>、

SINK<|mm/|6.353kg>があり計則された～

艇にト'ノムをつける場合、艇を浮き沈みさせ

てみる場合、参考として使用できます。ただ

し計則状態を変えた場合には再計則が必要と

なります。卜'ノム、シンクを試された場合に

は必ずもとの計則状態に戻してください。

K)セール面積･VPPに使用されるセール

面積(SA)があります。

L)フォアトライアングル､メイン、マス

と計則値があります。フォアトライアングル

の計測点は、ほぼIORとおなじです。ただし、

l下端の詐則点が変りました(IGの下端が｜

の下端)。マスト計則値が加わり、計則値より

マスト空気抵抗値がVPPで考慮されています。

M)ミズンセール、ミズンマストの計測

値

イベント'ノー・リスト（備品目録)・誌面の

都合上証書のコピーは掲載されていませんが、

証書の3頁めとして必要なものです。重量物

（インナーバラスト、アンカー、バッテリー、

工具エンジン）の重量、ステムからの距離、

I
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証書をよく理解するためには、|MSルール

ブック、|MSレギュレーション、|MSパフォー

マンス・パッケージを購読されることをお勧

めいたします。

およびタンク（水、燃料）の容量、ステムか

らの距離等が記載されております（オーナー

署名のないものは無効です)。

誌面の関係上簡単な説明になってしまいま

したが、より詳しく知りたい方は、舵誌'991

年'0月号およびヨッテイング誌'991年5月

号を参照してください。

IMSクラブ証書のメリット

・傾斜テストが不要となれば、今まで限定さ

れてきた計則場所の選択度が大きく広がる。

特に関東の場合、今まではその（詐則のため

の）条件の良さから計則地は三崎（しかもウ

イークデイ）に限定されてきた。これがと．こ

のマリーナでも可となれば、計則の度の回航

の手間、費用が大幅に緩和される。場所によ

って土、日曜日でも可となれば、立ち会いの

ための条件も随分と軽減される。

●プロペラ関係の計則が不要となれば、その

ための上架の手間、費用が軽減される。

。以上、直接的な計測実施手当の軽減ばかり

でなく、実質的な手間と費用が大幅に軽減さ

れる。

(注)|MS委員会(稲葉文則委員長)はNORC

特別会員、関東支部、東海支部、内海支部、

関東支部IMS委員会、本部の(以下同)総務委

員会、帆走委員会、安全委員会、技術委員会

計則委員会からのメンバーによって構成され

ています。

ヤパンカッブ等ナショナルノミネート･レー

スには原則として使用できない)。

●|MSの精度、信頼性を損わないものとする

つまりフル計則証書とクラブ証言は国内レー

スにおいて対等とする。

・フル計則証書がクラブ証吉と比べて不利に

ならないよう酉嘘する。

●|MS94(およびIOR)ルールのクラブ証書の

概念に沿って運用する。

計測方法の概要

●対象はプロダクション・ボートとする。つ

まり（海外を含めて)IMSフル計則に何艇かの

実績があり、データの整合|生が認められた艇

種を対象とする。

●計則はフリーボート(FAM,FFM)、リグ､セ

ールとする。

・傾斜テストとプロペラ関係計i則は行わない‘

・傾斜テストのデータはスタンダード重心位

置から算出する。

●プロペラ関係はスタンダード値を設定する‘

・ハルデータはフル詐則証書クラブ証害共

にスタンダードとなっている。

IMSクラブ証書
灸

IMS委員会

昨'994年は日本のIMSが急速に普及した年

でした。普及に伴ってその信頼性、優秀性も

また明らかになり、|MSレースの数も着実に

増加しています。しかしこうした－方で、lMS

がその精度を高めるために本質的に持つ計測

の繁雑さ費用の高さ故に、いまだにIMS証書

を取りそびれているレース艇も数多いと思わ

れます｡そういったIMSボート予備軍特にプ

ロダクションボートの皆さんに、より容易に

より安価に|MS証書を取得してもらおうとい

う主旨で、本'995年度からIMSクラブ証書と

いう新しいジャンルが創設されることになり

ました。その条項、詳細等は近々発表される

予定ですが、ここではそれに先立って、現在

までのところ明らかになっている概要をお知

らせします。

基本的な考え方

･名称は|MSクラブ証書とする。対して現行

の証書はIMSフル計則証言と呼ぶ。

・国内レースにのみ有効とする（国内でもジ
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<たか>提訴ｼﾘー ス(第''回)原告VSオーナーサイド
JGYR92訴訟対策委員会服部一良

原告対被告3者ということは、原告は3通

りの裁判を同時進行させているのと同じで、

原告の繁忙さは単純にいえば、それぞれの被

告の3倍、われわれの忙しさはまだしもと思

っています。というようなことはともかく、

本誌昨年の’'月号と’2月号でお伝えしたよ

うに、昨年の中頃に集中した原告対被告国の

やりとりはなかなかに勉強になりました。双

方それぞれの主張は、当方から見れば思想上

の対決に近く、いずれ下る司法の判決は、原

告と被告国のどちらかを確信犯のようにして

しまうはずで、対決の過程はもちろん、裁判

官の判断に非常な関心を持たざるを得ません《

また、原告対被告国の－段落後に続いた原告

対被告オーナーサイドも、同様な関心事なの

はいうまでもありません。ただしこちらの内

容は、原告対被告国とは大きく異なって、事

実関係の有無とか語句の解釈を争う、素人か

らすれば裁判らしい裁判で、通常の裁判のプ

ロセスが学び易いモデルといえます。しかし

ながら、艇の全長の定義などが法廷で争われ

る事実に直面すると、日常の、正直にいえば

暖昧なままでも別に困らない常識と法の厳密

な解釈との段差に、少なからずうろたえ、た

めいきがでます。そこで、今回は原告対被告

国の後に続いた原告vsオーナーサイドの経過

をお伝えします。

本誌昨年の'0月号で大雑把なところはお

伝えしましたが、原告は、昨年の9月21日に

提出した「準備書面(5)」でもって、訴状で述

べた、「亡水川（注：〈たか＞のオーナースキ

ッパー）がくたか号＞の長さを偽装し、法律

上備えるべき備品を積んでいなかった｣｢亡水

ﾉ||は、船舶救命設備規則の適用を免れる意図

から、〈たか号>を輸入したのち、舵の位置を

船首の方向に約数十センチメートル移行し、

'2メートル未満の小型職白として長さを測定

させて、船籍簿にも同様の誰散をさせた後、

舵の位置を元にもどしたのである」という従

来の主張の－部を変更しました。以下がその

「準備書面(5)｣の要旨です。「亡水川は、ヨッ

トデザイン社を訪れ、同社に対し、輸入条件

に適合させるため、デザインナンバー'05の

舵を船首方向に移動してほしいと申し入れた

この申し入れは、日本で船籍登録する際の船

の長さを'2メートル未満にして登録するこ

とが目的であった」「ところが、日本で船籍登

録する際の船の長さは、船首から舵（舵頭材

の中心線）までの長さであるところ、輸入さ

れて来たくたか号＞の船首から舵（舵頭材の

中心線)までは、’2.60メートルあった。その

ため、亡水ﾉ||は、〈たか号>の舵の位置をさら

に船首側に移動することとし､船首から舵(舵

頭材の中心線)までを、｜｜､99メートルとする

改造工事を行った。そして神奈川県が同年|｜

月21日に行った詐則では、〈たか号>の船の長

さは、｜｜，99メートルと計則され､この長さで

船籍登録された｣｢このような舵の位置の船首

側への移動は、ヨットの操舵性能、直進性能

を大幅に低下させることになり、荒天下での

帆走は極めて危険である」「本件事故は、亡水

川が行った改造のために、〈たか号>の操舵性

能、直進性能力抵下していたことによって生

じたものである」「従前の原告らの主張では、

亡水川が、舵の位置を輸入時の位置に戻した

と主張していたが、前記のとおり、この主張

は撤回する。〈たか号>の舵の位置は、船籍登

録の際の位置のままであった」などです。

これに対し、被告オーナーサイドは同年'0

月26日の6回目の円卓会議で「準備害面(3)」

を提出、「原モデルから、船首側に2回の改造

を経て、合計90センチメートル移動させた位

置にあったとの、原告らの主張は、否認する」

「船首側への30センチメートルの移動があ

ったようにも推測されるが、現段階では敢え

て不知とする」｢船首側の起点については､上

甲板の下面における船首材の前面（船舶法施

行細貝l117条の2)と規定されており､<たか号＞

におけるその位置が、〈たか号>の船首先端部

であるとすることは、早計である」「何れにせ

よ、2度の改造により舵を船首側へ90センチ

メートル移動させなければ、〈たか号>の長さ

は、’2メートル未満とならないのであるか

ら、亡水川は、かかる2度の改造を行ったは

ずである。行ったに相違ない、との原告らの

推論に基づく主張は、否認ないし争う」など

と反論。また「原告らの主張は、上甲板の下

面における船首材の前面から舵頭材の中心ま

での距離が、’2メートル未満の船舶であって

も、それが'2メートルを超える船舶として安

全備品等の装備をなすべき船があることを前

提とするものと理解するが、如何なる場合が

そのような船となるのか、その基準を明らか

にされたい」と原告側の釈明を求めました。

続いて同年|｜月25日付けで裁判所に提出さ

れた、〈たか>の船籍登録を担当した神奈川県

農政部水産課計画振興王ﾘ勤務の方の陳述害に

は、項目として｢船の長さの測度方法」「上甲
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板の意義｣｢総トン数の測度に関する法律の規

定｣｢たか号の上甲板｣などが並んでいて､少々

当方の理解は怪しくなり、同年||月30日の第

7回の円卓会議に提出された原告「準備書面

(8)｣の中の｢船籍票に記載されるべき総トン数

20トン未満のﾉI型船舶の長さの測度方法は、

琴前省船舶局長通達・昭和57年6月’8日付け

船監第384号船舶の総トン数の測度に関する

法律の施行に伴う小型船舶に係わる船舶法関

係事務の取り扱いについてより、船舶法施行

細則第'7条の2第8号が準用され－」などに

出会うに至って、理解は遠く及ばずになりま

した。バウのアンカーウエルを巡る解釈の相

違が､争点のようで､そこまでは理解できるのへ

ですが､バウデッキのアンカーウエルのハッチー

が水密構造でないから、これは上甲板である

とかないとか、アンカーウエルには恒常的な

ドレインがあるのだから、上甲板の下といえ

るとかいえないとか、アンカーウエルのハッチ

部分はたしかに上甲板ではないが、といって

アンカーウエルとキャビンを仕切る水密のバ

ルクヘッドは、上甲板の延長とはみなせない

とかいう論議は､もちろん個人的ですが､あま

り興味が持てません｡もっとも､これらに決着

が付かない限り、船の長さを測る船首側の起

点が定まらないのですから、避けては通れま

せんが、日常には無縁な法的な論理の－面を

垣間見て、大きなためいきが否めません。

原告の「準備書面(8)」が提出された第7回

の円卓会議には、被告オーナーサイドも「準

備書面(4)｣を提出、「舵の位置力操舵性能等に～

与える影響を問題としている」が「操船上の

問題は、本件海難事故の原因とはならないと

いうのが、本件の海難審判の審理にかかわっ

た審判官およひ理事官の共通の理解である」

なとゞと反論を重ねています。だいたい以上が

昨年の後半に目立った原告対被告オーナーサ

イドのあらましです。

なお同日には被告国からも、裁判官も要望

していた、〈たか>捜索に関する資料が｢準備

書面(4)｣として提出されました。本文は、「捜

索開始に至る経緯｣｢他機関に対する救助要請

等｣｢捜索海域の設定及びその分担､調整｣｢情

報収集活動｣｢投入勢力及ひ捜索実施結果｣｢捜

索日誌」などの項目に別れ、’9頁に及んでい

て、他に捜索勢力一覧表｜頁、捜索海域を示

す詳細なチャートが'6枚付属しています。こ

れでと＄うやら、原告対被告国の争点雲里はめ

どがついた感じです。以上
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関東支部に吹き始めた新しい風 (その8）
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9310委員会委員長高出I尚之
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役員のリストラ…

昨年の線れ、臨時関東代議員会が開催され、関東支部の執行部の小

咽化が可決されました。新しい執行部は、迅速な愈志決定ができるよ

うにと、｜則來支部長1名、副支部長2名、支部理斗“名の計7名の構

成になり、完全な貴任執行体制が確立しました。この7名プラス関東

支部朧'jf2打が「関東支部の役員」というわけです。

長いl111、｜典1束文部では20数名を越える常任委i_1会という名の執行部

が代市職i会をもほとんど開くことなく関東支部の方針を決め、関東支

部を助かしてきていました。そのため貞任の所在がアイマイとなり、

－ものごとの決定もまことに回りくどく、会員の声の吸い上げも常任委
員を皿じて、というパイプの細いものでしかありませんでした。

9310委幽会では、将来の関東支部のあり方を考えるのと|可時に、当

面の関東支祁の運営を、いかに能率よく、責任の所在をIﾘjらかにしな

がら、会此の声をいかによく反映できるか、と考えたのですが、代議

員制度の亜視と執行部の小型化が当面必要な処慨であるとの結論に達

し、関東支部変革の第一段階としてこれらを法案化し決定していただ

いたのです。

会員の声は代議員が代弁…

閃火文部公山は2700名。その声は代議員を旭じて集約されます。新

しいB↓約では、代議風会がきわめて強い椎眼をもつことになります。

従って、従米は役員でありながら億義員でもある、などという、およ

そよその糸|賊では考えられないようなことも｢ﾘj碓に禁止になりました。

つまり、議決機関と調央機関から委託されたことがらを執行する執行

機|則との完全な分離力計られたのです。

というわけで、代議員の重要性力蛸したわけですので、9310委員会

～では、各フリートキャプテンを通じ、代議貝立1"li稀力爵定数を越える

ほど探しだし、平成7．8年担当の代議員はフリートで郵便投票をし

て決めるよう要請し、そのためのレールを敷いて実施をうながしまし

た。ボi'i果はいかがだったでしょうか？

総会の委任状は廃止…

イ蹄紅1制度を充実させることにともない、関東支部の会員の決定権

は大1Mにｲ畷蹴-iに委託されることになり、従来おこなわれていたよう

な総会での委任状集めの作業はしないことになりました。総会では代

議員会で決まったことを報告するだけということになり、総会そのも

のも集まった会員で成立するように変更しました。

つまり、必要なところはガッチリ侭義員会で審議する代わりに、不

必要なところは労ﾉJも郵便代も倹約することにしたのです。

ここでも指摘しておきたいことは、関東支部には代議員会で決まっ

たことを会員に知らせる手段としての閏束支部広報がないことです。

従来から、代議士iなり、フリートキヤブテンなりが、おのおの1I1分の

フリートで報告し、広報することになっているのですが、そんなのは

ムリに決まっています。したがって、会員はツンボさじきにおかれて

しまっているのです。これをなんとかしなければなりません。

このコーナーもOFFSHORE編集部の計らいで9310の考え方やや

り方を会員に脱Iﾘjするために割いていただいているのですが、代議員

会で決まったことを報告しなければ会員はｲ臨義貝会の決定も知らされ

ることはないのです。l則束支部は大きくなりすぎて｢総身にliljmわず」

になってしまっているのです。会員は更なる負担を増やしこの大きさ

を維持しつづけるか、リストラをして自分たちのボランティア活動で

会費増分を吸収してゆくか、の2つの道のどちらかを選択しなければ

ならない時がiHlもなくくるでしょう。

関東支部基金も代議員の手に…

かつてグアム・レース辨故での出費が必要で、本部からl刻來支部恭

金の借用を要諦された時のことです。イ罵義貝会でモメました。しかし、

つい先頃まで関東支#|"IL金の運用に関する決定権はｲ臨義員会にはなく、

前の役員会、すなわち、附任委員会がもっていました。

常任委員会はフリートキヤプテンや専門委員長も入っている、いわ

ば、会員から直接付託をうけていない方々もそのメンバーになってい

るので、その造I1皇が指摘されました。

そこで、やはり昨年末の会議で、関東支部基金もｲ罵蕊貝会力狭定椛

をにぎることに改めたのです。

9310委員会もリニューアル…

活発に活動してきた?I1委員会も、構成員の代議員の任卿Ⅲl'i~rとなり、

新ｲ嶬義員力選出きれるのと同時に「9412委員会」として発展的に改組

することになりました。新しい代議員の中から、働吸的に自主Kf録し

ていただき、委ilを決め、2月の定II荊塩義員会で新規発足になります。

前からの審掃職推過を尊重しながらあらたな課題に向かって検討をつづ

けることになります。

9310委員会|'1様、みなさまの関心をお寄せくださるようお願いいた

します。

●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●e●O●●●●●●●､●●●●●●●●●●●●●●●●●●､●●●■｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●｡●●■●●●●●●●●●●●●●●●

CHAMPAGNEMUMMADMIRAL'SCUP1995の

RACENOTICEについて
アドミラルズカップ1995のNOTICEが届きましたので、コピーを入手したい方は本部事務局までお問い合せ下さい。
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』画



1995年度NORC各支部レーススケジュール
■津軽海峡支部 ■近畿北陸支部
期日

5月21日

6月23．24．25日

7月22．23日

8月26．27日

9月23．24日

｜｜月3日

レース名

セールカッフ

松前小島廻航レース

青函カップ外洋ヨットレース

エンルムカッブ津軽海峡横断レース

津軽海峡横断レース

シナーラ杯

日７－

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

日
創
旧
翠
旧
に
２
Ⅱ
お
印
Ⅳ
叫
吃
餌
８

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

期
４
旧
５
９
１
２
３
４
６
７
８
９
５
８
９
７

レース名

関西ミニトン選手権大会

全日本ミニトン選手権

ヨットフェスティバル

Hanescup

ソーセージコース①②回戦

ソーセージコース③④回戦

ソーセージコース⑤⑥回戦

シヨートデイスタンス⑦回戦SakuraLionsCup共催
ソーセージコース①②回戦

ソーセージコース③④回戦

ソーセージコース⑤⑥回戦

シヨートデイスタンス⑦回戦Hanescup最終戦共催

第5回敦賀カップヨットレース

第3回ジャパンシーメモリアルレース

第4回三国カツプヨットレース

若狭湾クルージングツアー

■関東支部
｜月2日

3月’2日

4月｜日

4月29日～5月6日

5月27日

6月’7日

7月｜日

7月9日

7月21日

8月5日

8月27日

9月9日

9月17日

’0月7日～'5日

’0月’9日～29日

｜｜月3日

11月5日

｜｜月｜｜日

｜｜月’8日

相模湾新春親善レース

3rdバージンレース

初島卯月レース(KSCシリーズ第｜戦）

'995コールデンウイークシリーズ

第45回大島レース(Kscシリーズ第2戦）

初島レース(KSCシリーズ第3戦）

KSCシリーズ第4戦初島レース

4thバージンレース

第36回鳥羽パールレース

KSCシリーズ第5戦初島レース

第9回石原裕次郎メモリアルレース

KSCシリーズ第6戦初島レース

5thバージンレース

関東選手権ｼﾘーズ'995(第'8回7ﾘーﾄ対抗)･KSCｼﾘーズ第7戦(初島ﾚーｽ）

ワントン・ワールド'995

第25回八丈島レース

6thバージンレース

KSCシリーズ第8戦初島レース

第32回小網代カップ

■内海支部
4月9B7THSPRINGCUPIN宝伝

4月’6日第20回舵杯レース

5月3日～5日第21回オレンジカップ

5月3日～5日内海ランデブー

6月’7日・’8日第22回大阪湾一周レース

7月2日笠岡市長杯ヨットレース

7月29日・30日家島群島一周レース

7月30日21世紀ファミリーレガッタ

8月6日・7日・第37回紀伊水道レース

8月'2日第'3回徳島レース

8月’3日第23回阿波踊りレース

9月’5～'8日シアトルカップ30回大阪湾横断

'0月7．8日'4．’5日関西外洋ヨット選手権シリーズ

'0月29日播磨灘レース

|｜月’9日淡輪フリート紅葉レース

（
・
一

★KSCシリーズ：KantoSagaml･wa｢1Circuitシリーズ(8戦中5戦の年間ポイントシリーズ戦）

■駿河湾支部
｜月｜日

｜月8日

2月’2日

3月’2日

4月2日

4月9日

6月11日

7月9日

5月3日・4日

5月’4日

6月’0日

7月8日・9日

8月6日

9月’0日

’0月8日・’0日

’0月｜日

｜｜月’2日

’2月’0日

’2月’7日

初日の出レース

ウインターシリーズ第｜戦

ウインターシリーズ第2戦

ウインターシリーズ第3戦

第5回浜名湖親善レース

スプリングシリーズ第｜戦

スプリングシリーズ第2戦

スプリングシリーズ第3戦

春のフリート対抗レース

海人祭レース

第｜回浜名湖サンセットレース

第｜回駿河湾'0時間耐久レース

夏の駿河湾横断オーブンヨットレース

田子島レース

秋のう'ﾉｰﾄ対抗レース

オータムシリーズ第｜戦

オータムシリーズ第2戦

オータムシリーズ第3戦

第6回4時間耐久レース

■玄海支部
3月’2日

6月’’日

7月9日

9月’0日

’0月7日

｜｜月’2日

ボイントレース

ポイントレース

ボイントレース

ポイントレース

ボイントレース

ポイントレース

インショア

オ|ノンヒ･ック

インショア

オ'ﾉンピック

オフシヨア大原杯：沖ノ島81M

オリンピック

8日

<日韓親善レース〉

4月23日

4月29日

5月4日

■南九州支部

ウェルカムレース

対馬レース

アリランレース
へ

池田杯新春ヨットレースNORC南九州支部総会・懇親会

松元杯ヨットレース

ルール講習会

アロハカッフヨットレース

安全講習会

火山めぐりヨットレース

MlSlMACUPヨットレース

海連カップヨットレース

シーガイアカッフヨットレース

KMSカッフヨットレース

｜月22日

2月’9日

3月’9日

5月28日

6月’8日

7月21日～27日

8月5日・6日

'0月’0日

|｜月中旬

'2月3日

■東海支部
4月2日

5月3日

5月4日

5月5日

5月28日

7月2日

9月9日

'0月8日

10月22日

｜｜月’2．’8．19日

第5回三河湾周遊レース

第20回五ケ所湾合同レースパートI

五ヶ所湾オーブンレース

第20回五ケ所湾合同レースパートII

NTT第9回エリカカッブヨットレースin蒲郡

第8回野島レース

第5回ムーンライトレース

第6回デースコナーカッフ

第'5回伊勢湾合同レース

第'9回東海チャンピオンシッフレース

■沖縄支部
｜月22日

2月’2日

3月’9日

4月8日

6月24日・25日

7月29日

8月6日

9月’7日

｜｜月IIB･|2日

未定

｜｜月’9日

12月’0日

新春ヨットレース

バレンタインデー・カッブ

ルカン礁ヨットレース

久米島ヨットレース

ブルーオーシャンヨットレース

座間味ヨットレース

那覇市長杯ヨットレース

CleanBeachCluB

沖縄本島一周ヨットレース

ﾊﾛｳｨｰﾝ･カップ

ターキー・カップ

FinalYachtRace

関東支部会員の皆様にお詫びと訂正のお願い

先月号（｜月号）の差込み（'995年度NORC関東支部レースカレンダー）に

誤りがありました。ご関係者にこ叡迷惑をおかけしたことをお詫びし、以下の

とおり訂正いたします。

(誤)3月|2B3rdバージンレース(兼第｜回宥水栄太郎メモリアルレース）
(正)3月12日3rdバージンレース

(誤)7月|BKSCシリーズ第4戦初島レース（共催初島WHレース）
(正)7月1日KSCシリーズ第4戦（初島レース）
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第36回鳥羽パールレースヘのお誘い
本部帆走委員会

本年度,賜羽パールレースは以下の要項で行

います。ふるってご参加下さい。

，鳥羽におけるi1'I地に閃する詳細につきまし

ては束即(及び束加支那での連絡会議で説明い

たします。艇及もしくはｲ鯛1人の〃は必ず出

)IFしてドさい。また、艇艇会議後に安全セミ

ナーをIM樅し、義務づけとします。

なお、本年より「IYR93～96のI章とⅣ章

をSimplitiedRULESにlifiき換えて｣適用しま

す。艇催会識で説明しますがよく勉強して参

加ください。

スタートlllif:

Aコース〃7)12111(f)12:00

Bコース7jj2111(f)12:20

へタイムリミット:7)123H(1-1)18:00

，、．･---ス

Aコースル6羽→神il上品（反時計）

→真崎港(180M)

Bコース‘賜羽→:晶崎港(150M)

参加資格

Aコース：

1)IORもしくはJORの有効なレーテイン

グを所ｲjしている艇。

2)IMSのｲj効なレーティングを所有して

いる艇。

Bコース：

1)fi効なNORCクルーザーレーティング

(CR)をjﾘ『ｲjしている艇

A、Bコース共皿

1)NORC爺録艇、または、会友艇であり、

艇災はNORCの会幽であること。乗員は

へ4人以|己であること。また、1/2以上は

･NORCの公ilであること。

2）安全セミナーに川i'ifした艇。

3）レース"lllll'|!、ヨット賠悩責任保険に加

入している艇（‘!〈剥ｲでも加入州来ます）

4)ORC特別規定カテゴリーIⅡ以上及び、

NORC-B以_|:の'炎粂検介に合格してい

る艇で、「烏羽パールレース特別規定｣と

してライフラフ|､を搭I職のこと（乗員の

1/2以上が乗れるもの）

4)－2ただし､ORC特別〃碇カテゴリーⅡIの

10.61｢船舶川無線送受｛高機｣の項につい

て、「通ｲ‘泙段1)SSB、2)国際VHF、3)

マリンVHF､4)アマチュア無線､5)船舶

芯荊、のいずれかを搭城していること」

（連絡鋳職で''1侍）とします。＊陸上の

携冊‘地I活は使)|拙米ません。

ただし、この柵iiffは第37回（平成8年）

までとし、節38111(平成9年）からはI玉I

|"VHFだけとします。

クルーザーレーティングのHSCについて

1)IMS仕様艇､ハイテク素材艇等はCRルー

ル3.8によりハンデイキヤ､ソブを与えま

す。

2）ハンディキャップをいくつかにするかは、

艇長会議までに行います。

3)IMS、IOR･JORとCRの両方のレーテイ

ングを所ｲjしている艇は、Aコースしか

参加出米ません。

参加料：出艇料薙録艇6,000円

会友艇10,000円

（中し込み締切りまでに納入して下さい）

・来此参加料会興1名2,000円

非公山及び全曲未納者6,000円

15歳末油2,000円

。A剥ｲ協ﾉJ曲（1''1地、ゴミ、水道等）

3,000円

・パーティー曲（一般）

企及40フィート以上30,000円

35～40フィート未淌25,000円

35フィート未iil'li20,000円

（{|艇IIIfIill,yに納入して下さい｡）

参加申込:7jjlll(t)18:30までに所定の

III込川紙に必典!Imを記入し、出

艇料を振り込んでNORCの木部

またはNORC東海文部事務局に

おII1込ください。

出艇申告:7)120II("10:00～14：30

(IIfllll厳'､]:)

於,鳥羽グランドホテル(4Fしんじゆ）

提出書類:A、Bコース共通

出艇IIIfif1'f(2HII)、会員証のコピ

ー、「Ⅲ6羽パール特別規定｣中告耆

(j"#公砿でl肥ｲlj)

NORC安粂ｲ灯前[コピー

艇長会議:7)120II(1915:30～16:30

於ル制イグランドホテル

(4F三つ烏）

安全セミナー:7112011(7IJ16:30～17:00

於』!'・剥オグランドホテル

(4F三つ島）

連絡会議:*)j(

711711"18:30~

於1';I労会館

來海

7)112II(Ik)18:30~

於シャンテ（旧華寿殿）

＊必ずどちらかの迎絡会に出席をお

I別iいします。

●●●●D●●●●●●●●■●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●■●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●■●●●●●●●●●●■●●●■●●●●●●●●ﾛ●●●●●●

第36回鳥羽パールレースTシャツデザイン募集のお知らせ
東海支部第36回鳥羽パールレース実行委員会

毎年、こ好評をいただいています嶌羽パールレ

ースのTシャツデザインを、下記のとおり募集い

たします。昨年は全国からこ応募をいただきまし

て、大変ありがとうございました。今年も多数の

ご応募をお待ちしています。

〔募集要項〕
1デザインの条件

(I)Tシャツ等に使用できるもの

（2）ヨットまたはヨットレースに関するもの

（3）次の文字が入っていること

アr第36回{英文字の場合｢36th』または｢The

36thI

イ『鳥羽パールレース』またはrTOBAPEARL

RACEI

ウ「'95,』または「'995」

ｴr日本外洋帆走協会」または『NORC｣ま

たはrNlPPONOCEANRAClNGCLUB』

それぞれのいずれか｜つ･ただし､英文・

和文・字体・害体および入れる位置は自

由とする。

2デザインの提出方法

(1)Tシャツの実寸法、着色図とする。

プリント位置（胸側か背中側か等）を指定

すること

（2）地色も含めたカラーバリエーションの指定

があれば、併せて提出する。

－15－

3提出先、提出の締切り

NORC東海支部事務局・平成7年5月31日体）

必着

4賞

（|）特選｜点賞金5万円

佳作5点まで

（2）賞金総額’0万円

詳細についての問合わせは、下記東海支部事務局

まで

〒460名古屋市中区丸の内3-21-21

丸の内東桜ビル902号

冠052-971-5835



1995年関東支部相模湾新春親善レース

新年からﾖｯﾄﾌﾘー ｸの仲間たちが集う
●1995.1.2、封ﾛ5蝿●*礪弩・シーボニア沖

リポート／菅野道（ﾚー ｽ委員長）
富士山をバックに新春らしいレースとなった

物でもありません。

皆様もご同様であろうと,w,います。秋から

春の間は大きなレースがなく、禁'@飾状が出

る寸前の皆様のためにも、このレースはLItm

な存在であると思われます。下作りのレース

のため何かと不備な点が多いと思いますが、

今後とも一度参加したら止められないような

習慣性のある、そして魅力あるレースにして

いきたいと思っております。

なお、忘年会など暮れの忙しいllfl91の艇憂

会議などにつきましては、少し工夫してみる

予定です。今後さらに大勢のヨット'i'赤の仲へ

問がこの親善レースに参加されることを期待一

いたします。

岐後になりましたが、本部運営を批11され

た｣跡寸氏はじめペガサスの皆様、パーティの

司会を担当された能條氏、このレース洲投以

来海上運営やパーティ会場の提供などでご支

援をいただいている㈱シーボニアのﾔ？様に心

より感謝いたします。

（菅野氏はドクターです：淵,礫部）

新年明けましておめでとうございます。

今年も恒例の相模湾新春親善レースを1月2日にシーボニア．フリートの主催で開催いたしま

した。この不況の中、主催者としてはどのくらいの参加艇があるか危愼しておりました。このレ

ースは当初NHKの洋上中継実験としてスタートし、その後はボルボ自動車に支援していただい

ておりましたが､数年前より全く自前のレースとして運営してきたからです。幸い50艇余りの多

数の参加していただき、関係者一同胸を撫で降ろしたところです。また東京湾からの遠来艇もあ

り、感謝いたしております。

当日は快晴で寒さも和らぎ穏やかな初IULf

でした。しかし、北々束から束の間で刻々と

風向が変化し、スタートを狸Ⅵしましたが、

風速が次第に落ちてきたため、上マークカ毒肺

ったままのコースでスタートとなりました。

このため、オーバーセイルした艇があったよ

うですが、新イドということでご容赦ください。

また、特にケースもなく僻}#終了いたしまし

た。

レース終J会後のパーティではテイラーなら

ぬ杵を持ち、鏡|州きのおWﾘのせいか多少怪し

げな腰付きの方や、今l1i1が初体験の外国から

の仲|H1がf＃付きを楽しんでおられ、和やかな

'95相模湾新春親善レース総合成績

IMSクラス参加艇数：'2艇

雰囲気の内に行われました。

しかしながら､この寒!|{に､そして新年ITI々

に良く大勢の仲I81が集まったものだと感心し

ます。そもそも1'1赤には次第にエスカレート

してしまう耐性、止めようとしても止められ

ない習|賞性・依存性、止めると落ち符かず、

イライラするなどの曲制犬が出る禁|卵j値状の3

つの症状があり、そして家庭生柄や社会生活

に影響が出るようになります。私もおせち料・

理や娘の荷物姿に後ろ髪をIjlかれつつも、ま

た風邪気味にもかかわらず、沁｣_Iから海が恋

しくなり、当llには喜んで逆'脚に参加させて

いただきました。まさにヨット1I1冊j以外の何

IORクラス参加艇数:3艇

|||頁位
＝＝＝＝＝＝

2

3

4

5

艇名

FOUNDA~｢|ON

CORVATSCHIII

FLAMME

APHROS

BONANZAV

セールNC

4959

4111

3719

4417

1118

艇種

HKL－42

BLT－43

N/M950

1MS950

ELT935

オーナー

藤巻正人

加藤忠男

谷口正一

森正人

吉田豊

順位

2

一丁

狛
一
雪
鑪
一
罎
譲
一
罎

艇名

HALFTlME

アルカンシェル

AZUSA

艇種

YOK35

YOK30

YOK33

０Ｎ
１
４
ｌ

し

０
９
２

Ｊ

０
９
２

３
３
２

セ オーナー

朝河清

岸本忠平

杉村直樹

フリート
ー

シーボニア

シーボニア

諸磯

CRクラス参加艇数:34艇
へ

幟
一
ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５

艇名

LAHAlNAV

SEVENSEAS

MERLUZA

ANGUlLLA

STARBOARDJR

艇橦

SWlNG31

JAN37

SWlNG31

YAM30S

YAM31S

セールNo.

3592

3821

2466

1881

3749

オーナー

佐藤文昭

織田沢茂生

杉田泰一

市橋術

村越一夫

消
認
一
刻
認
一
癖
一
割
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温 舅昌圀、

新年あけましておめでとうこざいますと言

った次の号のトップ記事が、まさか震災レポ

ートになるとは想像もできませんでした。被

災地に住む会員の方々にとって、いまはヨッ

トと≠ころではないと思います。あらためて、

ここにお見舞い申し上げます。

災害のひどさは、テレビや新聞の報道で知

ることができましたが、マリーナの保管艇は
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苑行社団法人H本外洋帆走協会
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印刷株式会社気生'溌印MI所

と．うなったのだろうかと、ふと思ったとき、

須磨フリートの岡田さんから一報が入りまし

た。マリーナの復|日工事には時間がかかるか

も矢ﾛれませんが、関西選手権大会の華やかな

スピンの群れをまた見させていただく日が来

るのを楽しみにしています。

●今月の表紙：NZ艇と激しく競り合う「ニッ

ボン｣。この号が出る頃はラウンドロビンも最

終第4戦を残すのみとなり、緊張カー気に加

速するだろう。（写真／添畑薫）

－16－



天気予報のダイヤルサービスなど陸上と同じです。
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i●携帯形船舶電話
（毎月の使用料30,400円）

※電池パックをセットして持ち運び可能になります‘

重量3.4k9(電池パック別売）

●設置形船舶電話
（毎月の使用料31,600円）

卜’
信／

※サービスエリアは沿岸から50～100km、

伊豆諸島･小笠原･沖縄先島もカバーして（

※船舶電話は度数表示機能をセットして

顧客への貸出サービスもできます。

※シーズンのみこ醗利用になり、オフシーズンは

お休み(利用休止)いただく方法もあります。

お申し込み･お問い合わせは下記のフリーダイヤルへ
沖縄先島もカバーしています

w01EO-BSS-BSO

日本船舶遇信株式会社
本社〒100東京都千代田区丸ノ内2-2-1岸本ビル盃03(3282)0192
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Nylonoxfordでラミネートされた素材は

耐水性に優れ､その上縫い目もシールドされ､

高耐水性を保障していますも

また､LATEXラバーネックはﾘｽﾄ､くるぶしを

完全に保護し､セイラーをサホー卜していま魂

更に自然排水ネックポケット､キーラニヤード､耐久ジッパー

またダブルﾚｲﾔｰドの自然排水ひじ､ｼｰﾄバッチに加え、

ｱジﾔｽﾀﾌﾙコード付ｳｴｽﾄ等万全の装備で攻

SIZE:S/M/L/XL/XXL

COLOR:2427;Royalw/blacktri
m -PRlCE：￥58.000
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， HARKENSaz/""g〃c片eメ
マルチシーズン対応の3inlジャケットは

セイラーのためにつくられたジャケットで説

気象条件に応じてジャケット､ライナーのみの着用が可能で、

また､ジャケットとライナーの組合わせ(ジッパーによるフイッテインク〕

非常に暖かく､ハードなセイリングに適していますb

SIZE:S/M/L/XL/XXL

COLOR:2391:Redshell/navyliner

COLOR:2392:Navyshell/navyliner
PRlCE:¥28.000

H4RKEN""c6H"

HARKENの刺しゅうロゴが入った100％ﾆｯﾄウール素材の

ワツチハツトは､おどろくほどの暖かさをもたらしてくれます茜
SlZE;Free

COLOR:2417:Navy

PRlCE:¥2．400
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HZIRKENI"ffz""roq/Jbzc"
軽いナイロン素材でありながら､高耐水性に優れた
シｬｹｯﾄで魂しかもﾅｲﾛﾝ素材にｺｰﾃｨﾝグに加え

縫い目もシールドされ耐水性を増していま式

またポケットにはパイルライン素材が使用され

手の保温に最適ですも

裾はアジャスト機能付。

SlZE;S/M/L/XL/XXL

COLOR:2426:Royalw/blacktrim
PRlCE:¥12．000

HARKEN"zierp'･0q/H@zj
雨､スブレイから護る､高耐水性素材を使用したキャップで式

インナー素材は水分を寄せ付けないUltrexを採用しています_

HARKEN刺しゅうロゴ入り。

SlZE:Free(アジャストバンド付）

COLOR:2418:Royal
※クリップ付ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄコード付一

PRICE:¥2,600

HARKENC0がり〃H"#

コツトン100％素材のサンシエイド用キャップ。
アヨSlZE:Free

HARKENBO4TSHOES

HS－1はスウェードとメッシュのコンボジット製造。

HS･2は軽量､且つ通気性に優れた合成皮革を採用した

速乾性､高ノンスリッフとｾｲﾗｰのために開発された､運動性に優れたボｰﾄシューズです

SIZE:5inch～14inch

2020TYPE:HS1(Suede＆mesh）PRlCE：￥10800

2021TYPE:HS2(SyntheticIeather）PRlCE：￥14‘200

H4RKENLA-ZL@zces
画期的なスリッフオンシステムのLA-ZLaces(くつひも)で攻

シーズンを問わず快適さを誇るベストですも

ExpeditionClothtaslan製､ボーラフリース素材採用で暖かく

また強風時でもフラップを立てることにより耐寒性もアップし、

更にフリースハンドウォーマーで保温性も抜群で魂

胸にはHARKEN刺しゅうロゴ入り。

SlZE;S/M/L/XL/XXL

COLOR:2421Redw/r1avy
2422Blackw/black

HS-2HS-I
鯵

取り付けはラバービﾝでﾌｨｯﾄするだけですも※あらゆるシューズにﾌｨｯﾄします

COLOR:2389B-Black2389w-White2389G-Grey2389P-Purple
PRlCE：￥1．600

PRICE：￥11．000
F両

H4RKENSZzi〃電G〃fﾉes
ハーケン％フインガークローフはAMRALEATHERを採用し、

耐久性､且つソフトです．

また､ナイロンスパンデックスメッシュは常にドライで通気性に優れています

更に手のひら､指部はダブルｽﾃｯﾁでハードｾｲﾘﾝグにも最適ですも

SIZE:XL/S/M/L/XL/XXL※2386％FingerとFull-fingerタイプの2種。
PRlCE:￥4.800
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ハーケンジャパン株式会社〒663西宮市今津西浜町2-16今津パワーボートセンター2F

TELO798(22)2520FAXO798(33)2100


